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(1) 第 1 回＜7 月 24 日(火)＞［参加親子 4 組（内子










(2) 第 2 回＜7 月 26 日(木)＞［参加親子 3 組（内子







(3) 第 3 回＜7 月 27 日(金)＞［参加親子 0 組］ 
(4) 第 4 回＜8 月 27 日(月)＞［参加親子１組（内子








(5) 第 5 回＜8 月 28 日(火)＞［参加親子 0 組］ 
 
 参加親子の総数は、5 回の科学相談室を合わせて
図 1 科学相談室の表示 
図２ 相談に対応する学生 
  
18 名（内子ども 10 名）と少なかった。また、参加















 9 月 1 日(土)、天気は曇り時々小雨。岡崎少年自





め延期し、10 月 13 日（土）、豊川市ウォーキングセ
ンター周辺で「里山の生き物ウォッチング」として












 1 月 26 日(土)、天気は晴れ。岡崎少年自然の家で









 第 1回 第２回 第３回 第４回 
とてもよかった 13(76) 8(89) 14(782) 15(94) 
まあまあよかった 4(24) 1(11) 4(22) 1(6) 
ふつう 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 
あまりよくなかった 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 
よくなかった 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 
合 計 17(100) 9(100) 18(100) 16(100) 
＊表中の数字は回答数、(  )内は％表記（以下表４まで同様） 
 
表２「実施時期についてどう思いましたか？」の結果 
 第 1回 第２回 第３回 第４回 
とてもよかった 10(59) 7(78) 13(72) 14(88) 
まあまあよかった 5(29) 2(22) 4(22) 1(6) 
ふつう 1(6) 0(0) 1(6) 1(6) 
あまりよくなかった 1(6) 0(0) 0(0) 0(0) 
よくなかった 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 
合 計 17(100) 9(100) 18(100) 16(100) 
 
表３「準備や内容についてどう思いましたか？」の結果 
 第 1回 第２回 第３回 第４回 
とてもよかった 10(59) 7(78) 13(72) 14(88) 
まあまあよかった 5(29) 2(22) 4(22) 1(6) 
ふつう 1(6) 0(0) 1(6) 1(6) 
あまりよくなかった 1(6) 0(0) 0(0) 0(0) 
よくなかった 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 
合 計 17(100) 9(100) 18(100) 16(100) 
 
表４「関心は高まりましたか？」の結果 
 第 1回 第２回 第３回 第４回 
高まった 14(82) 8(89) 14(78) 14(88) 
まあまあ高まった 1(6) 1(11) 4(22) 2(12) 
何とも言えない 2(12) 0(0) 0(0) 0(0) 
あまり高まってい
ない 
0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 
高まっていない 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 






































































































































































































































































































































































































































































































































































表 9 と表 10 の学生の記述にあるように、地域にし
っかりと発信したい。また、学習や夏休みの課題な
どに困っている子どものことを考え、科学相談室の
在り方についても検討する必要を感じている。 
ネイチャーウォッチングでは、共催する関係機関
との連携及び学生との交流を深めたい。事業の実施
計画や費用、役割分担等、より綿密に打合せや連絡
を行うことで好適さを追究していく。また、表 9、
表 10 から、学生の知識欲を満たす思いが切実であ
ることが分かる。学生が事業に参画しながら学びを
深められるよう、講師の先生や関係者との交流の場
を設けることも有効であると考えている。 
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図５ 天体望遠鏡で
星を観察する 
図６ 子どもの目線にな
って接する学生スタッフ 
